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　認知症になっても安心して暮らすことができる地域づくりを推進するため、認知症について正しく理解し、認知
症の人とその家族にやさしいお店や事業所を「刈谷市認知症サポート事業所」として登録
します。登録事業所にはステッカーを配布し、市 へ掲載します。
活動内容　▶ステッカーの掲示
　　　　　▶認知症の人の見守り、利用にあたっての配慮
　　　　　▶普及啓発に関する協力（ポスターやチラシの掲示など）
対　認知症サポーター養成講座（ 1003448）を受講した従業員が所属する市内事業所
申　申請書（市 でダウンロード）を （choujyu@city.kariya.lg.jp）または直接、長寿課へ。

「魅力あふれる介護の職場づくり」表彰

刈谷市認知症サポート事業所登録制度

心身障害者市民講座心身障害者市民講座

問　長寿課（☎︎62-1013）　 　1019833

問　長寿課（☎︎62-1063）　 　1019915

問　心身障害者福祉会館（☎︎24-6066）
時　5月～令和8年3月

場　心身障害者福祉会館
対　市内在住で身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの16歳以上（健康維持講座は身体障
　　害者手帳をお持ちの肢体不自由者のみ）
※介助の付き添い可
申　4月1日㈫までの平日に直接、心身障害者福祉会館へ。　※申込多数の場合は抽選し、結果は全員に連絡します。
他　講座によって費用がかかる場合があります。

　介護人材の確保や定着、介護職に対するイメージの向上を図るため、介護事業所が実施する職場環境の改善や業務効率
の向上などに関する優れた取組を表彰しました。

　介護記録の電子化、コミュニケーションツールや介護ロボットの導入により、職員
の負担軽減を図った。
▶介護記録の電子化（介護記録作成時間の削減118時間／年）
▶インカムを施設内で24台導入（申し送り時間の削減243時間／年）
▶移乗介助ロボット「Hug」の活用（トイレ誘導人員1人削減91時間／年）
▶見守り介護ロボット「aams」の導入（訪室回数の削減365時間／年）
▶取組の推進に向けてプロジェクトチームを立ち上げ、定期的に評価検討活動を実施。

見守り支援システムの導入　介護老人保健施設かりや（医療法人光慈会）
人材を育てる環境づくり及び福利厚生の充実化　愛の家グループホーム刈谷野田（メディカル・ケア・サービス東海㈱）
入社後定期アンケート、コミュニケーション面談の実施　グループホームあかり刈谷苑（㈱プラス）

講座 曜日 時間 定員
書道 第1・3月曜   9時30分～11時30分

各20人
手芸 第1・3火曜   9時30分～14時30分

カラオケ 第2・4火曜 13時30分～15時30分
3B体操

第1・3水曜
  9時30分～11時30分

つどい場 13時30分～15時30分 6人
茶道 第1・3木曜 13時～15時

各20人いけばな 第1・3金曜   9時30分～11時30分
水彩画 第2・4金曜 13時30分～15時30分

健康維持
※集団で実施

火･木･金曜のいずれか
（月2回程度）   9時30分～11時30分 各8人

  　　優秀賞　介護のICT化に向けた取組　特別養護老人ホーム洲原ほーむ（(社福)觀寿々会）

  入賞

3月1日開始


